
１０月自治協議会行事予定表   

   

〔編集・発行〕香椎校区自治協議会（香椎公民館内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ：“香椎校区自治協議会”で検索ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021/９/25 

日 曜 校 区 行 事  

1 金 衣替え  

2 土   

3 日 校区体育祭（中止）  

4 月   

5 火   

6 水   

7 木   

8 金   

9 土 香椎灯明まつり（中止）  

10 日  目の愛護デー 

11 月   

12 火   

13 水   

14 木   

15 金   

16 土   

17 日   

18 月  十三夜 

19 火   

20 水   

21 木   

22 金   

23 土 子育連・香椎小 PTA合同 

『香椎花園でおまつりを！』  
 

24 日   

25 月 自治協議会役員会  

26 火   

27 水   

28 木   

29 金 自治協議会定例会  

30 土   

31 日 ハローウィン  

香椎校区自治協議会だより 

 

 

 

１1月行事 
 

15日：七五三 

21日：ユースフェスタ 

 

 

 

≪香椎花園で香椎のおまつりを！！≫ 
【主催：子ども会育成連合会・香椎小 PTA】 

【後援：香椎校区自治協議会】 
 

   日 程： 令和 3年 10月 23日（土） 

時 間： 17時 30分～20時 

対 象： 香椎小学校児童と兄弟・親 
 

香椎花園が、今年いっぱいで閉園となることから企画された

『夢を咲かせようプロジェクト』に応募し、灯明まつりを開催。 
 

内容≫ 

①香椎小学校児童約 650名に、香椎花園をイメージした絵・言葉

を灯明の袋に描いてもらい、園内の所定の場所に設置し、日暮

れと共に灯り（LED）を点灯し、園内で鑑賞できるようにする。 

②灯明で『ありがとう かしいかえん』と文字を並べ、観覧車から

ながめる。 

③ピラミッド型の土台に灯明を並べ、モニュメントとする。 

④その他、いろいろな案を考慮中-------。 
 

※ 子育連・香椎小 PTAよりの連絡をお待ちください。 

※ 諸事情により変更もあります。 

 

10月の別名  
  

神無月 （かんなづき） 

10月は日本中の神様が出雲に集まり、諸国から 

神様がいなくなる「神無月（かんなづき）」です。  

 

家運隆盛・商売繁盛の福の神である恵比寿様だけは、神々の留守を

守るため諸国に残りました。  

ひとり残った恵比寿様に感謝をしつつ、商売繁盛、五穀豊穣を祈った

のが「えびす講」の始まりといわれます。 「えびす」は「恵比須」「戎」

「夷」「蛭子」とも書き、いわゆる七福神の一神で、福徳を授ける商売繁

盛の神として知られています。 
 

中でも関東では 10月 20日に行われる事が多く、「二十日(はつか)えび

す」とも呼ばれています。 関西では 1月 10日に行われ、「十日戎(とお

かえびす)」と呼ばれます。 

 

緊急事態宣言  

終了の後は---！ 
年末に、新型コロナウィ

ルスの感染第６波が起き

るとの予測もあります。 

今までと変わらない感

染対策を続け大事な人を

守りましょう。 

  

≪なぜ感染者が急激に

減ったのか？≫ 

① ワクチン接種者の増

加とリスク回避のため

の行動  

   （マスク・手洗い・

 

 

 

～秋の七草～ 

ハギ、ススキ(オバナ)、クズ、ナデシコ、オミナエシ、フジバカマ、

キキョウの、7つの“花” 
 

☆“春の七草”で作る“七草粥”は、今年の無病息災を願い、 

正月料理に疲れた胃腸を休め、冬に不足しがちな青菜を補

うためのお粥です。そのため食用の植物が選ばれています。   

☆“秋の七草”は秋の野に咲く花です。 

生薬の薬効を持っているものもありますが、食べるためでは

なく、花を見て秋を楽しむための七草です。 

 

 

～『御島神社』の例大祭～  9月 21日（火） 
 

御島崎海岸の、海の中に鎮座する香椎宮の末社である 

『御島神社』の例大祭が、旧暦 8月 15日（今年は 9/2１）に、香

椎宮の宮司、神官により粛々と執り行われました。 

大潮で干潮の時刻を捉えて行う神事とはいえ、祠（ほこら）ま

での行き来は牡蠣殻と泥との悪戦苦闘でした。 

香椎宮の末社として建てられ、この鳥居と祠が神社です。 

綿津見神（わたつみのかみ）が御祭神。 

日本書紀に登場する神功皇后（じんぐうこうごう）が新羅出陣

の際に、女装束のまま髪を洗い男性の髪型である「角髪（みず

ら：美豆良）」を結った姿になった（片男）ことで、このあたりの地

名が「片男佐：かたおさ」海岸という地名にもなりました。 

 

 


